
平成24年 度より,学習達成度を評価するために

ルーブリック法による実習の評価基準を有床義歯技

工実習に導入してきた
1'.

今回,現行の評価基準の評価項目を精査し,教員

及び学生双方が容易に評価でき,よ り教育効果が期

待できる評価基準とすべく改訂を行った.

さらに,改訂した評価基準を国家試験前に実施さ

れる全国歯科技工士教育協議会の実技評価試験に向

けた反復練習へ導入した。

対象および方法

1)対象課題
課題は全技協実技評価試験に準じ,全部床義歯の

人工歯排列から歯肉形成までとした.

2)改訂について

評価項目は改訂前と同様の 4分類 6項 目で,(1)

評価のし易さ,(2)評価結果の記入方法,(3)学生
へのフイードバックの方法について検討した.

3)実技評価試験に向けた取り組みについて

反復練習は事前の実技指導で,教員が排列の要点
を解説し,手技を見せる.次いで,試験時間の意識

付けを目的にデモンス トレーションを実施した.

練習後は,改訂評価基準で評価を行い,教員が評

価結果に基づいた実技指導を行う流れを立案した.

結果および考察

3名の担当教員間で,現行の評価基準で評価のし

難さが見られた項目について,作業手順や客観的評

価の要素から検討した.そ の結果,「臼歯排列」は

排列の原則の再現性,「咬合接触」は咬合状態の緊

密さと咬合接触状態の程度に重点を置き,高い完成

度 =高評価となる段階評価に改訂した.ま た。振 り
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返 りがしやすいように評価結果の一覧表を作成し,

評価基準と冊子にして学生に事前配布した.

反復練習直後に自己評価,他の学生からも評価を

受けた.さ らに,教員の評価を受け.自 己評価及び

改善点を学生と共に確認した.最後に「どこをどう

改善すれば良いか」の個別指導を行い,次回の取 り

組み目標を設定できるPDCAサ イクルを確立した.

反復練習は,事前指導として教員が人工歯排列の

要点について視聴覚機材を使い,デモンス トレー

ションを行った.1回 目の練習は,人工歯排列迄を

到達目標とした.2回 目より改訂評価基準を導入し,

歯肉形成迄を到達目標とした.ま た, 3回 日の練習

では,教員も学生と共に取 り組み.2時間30分にお
ける時間配分の意識付けを行った.以降4,5回 目

は学生のみで実施した.

まとめ

評価基準の項目を改訂し,評価結果を一覧表にす

ることで,各々の評価結果の振 り返りと次回の目標
が明確になり,評価結果を学生ヘフィードバックで

きるPDCAサ イクルが確立できた.

全技協実技評価試験に向け,限 られた練習期間の

効果的な指導を目指し,教員のデモンストレーショ
ンや,段階的な到達目標を設定しながら評価基準で

評価しながら反復練習を行った。

今後も,評価基準による実習指導の構築を目指し

検討を進めていきたい。
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